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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源が接続される出力端を有する点灯回路と、
　前記光源の光量を調整するための第１ＰＷＭ信号が入力され、前記第１ＰＷＭ信号に従
って第２ＰＷＭ信号を生成する調光回路と、
　前記第２ＰＷＭ信号の入力を受けるとともに、前記点灯回路に対して調光点灯制御のた
めの信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記制御回路は、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間の少なくとも一方を計測し
、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号のデューティ比に近づけるよ
うに前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加算または減算した第３Ｐ
ＷＭ信号に基づいて前記点灯回路に信号を出力することを特徴とする光源点灯装置。
【請求項２】
　前記制御回路は、記憶部を備え、
　前記補正値は、前記第１ＰＷＭ信号のオン期間と、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間との
差分を、予め前記記憶部に格納したものであることを特徴とする請求項１に記載の光源点
灯装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、記憶部を備え、
　前記補正値は、前記第１ＰＷＭ信号のオフ期間と、前記第２ＰＷＭ信号のオフ期間との
差分を、予め前記記憶部に格納したものであることを特徴とする請求項１に記載の光源点
灯装置。
【請求項４】
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオン期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号を前記調光回路に入力し、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間を計測し、前記所定の
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オン期間と前記計測したオン期間との差分を算出し、前記算出した値を前記補正値として
前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする請求項１に記
載の光源点灯装置。
【請求項５】
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオフ期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号を前記調光回路に入力し、前記第２ＰＷＭ信号のオフ期間を計測し、前記所定の
オフ期間と前記計測したオフ期間との差分を算出し、前記算出した値を前記補正値として
前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする請求項１に記
載の光源点灯装置。
【請求項６】
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオン期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号を前記調光回路に入力し、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間を複数回計測し、前記
所定のオン期間と前記計測したオン期間の平均値との差分を算出し、前記算出した値を前
記補正値として前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする請求項１に記
載の光源点灯装置。
【請求項７】
　前記制御回路は、
　記憶部と、
　入力端子と、
　を備え、
　前記制御回路は、
　前記入力端子に第１信号が入力された場合に、所定のオフ期間に設定された前記第１Ｐ
ＷＭ信号を前記調光回路に入力し、前記第２ＰＷＭ信号のオフ期間を複数回計測し、前記
所定のオフ期間と前記計測したオフ期間の平均値との差分を算出し、前記算出した値を前
記補正値として前記記憶部に格納し、
　前記入力端子に第２信号が入力された場合に、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間の少なくとも一方を計測し、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号
のデューティ比に近づけるように前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に前記補
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正値を加算または減算して前記第３ＰＷＭ信号を生成することを特徴とする請求項１に記
載の光源点灯装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の光源点灯装置と、
　前記光源点灯装置から電力が供給される光源と、
　を備え、
　前記光源にＬＥＤまたは有機ＥＬを用いたことを特徴とする照明装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ（発光ダイオード）または有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－ｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｃｅ）を調光点灯する光源点灯装置および照明装置に関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来提案されている点灯装置は、例えば特許文献１に記載されているように、発光デバ
イスに対する輝度調整用のＰＷＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ：パ
ルス幅変調）信号を外部から入力する。このＰＷＭ信号をマイコン等の制御回路で所定時
間測定することにより、ＰＷＭ信号のデューティ比を算出する。そのデューティ比を変え
ることなく、ＰＷＭ信号のキャリア周波数を発光デバイスの動作に最適なキャリア周波数
に合わせた新たなＰＷＭ信号を、再生成するようにしている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明にかかる光源点灯装置は、
　光源が接続される出力端を有する点灯回路と、
　前記光源の光量を調整するための第１ＰＷＭ信号が入力され、前記第１ＰＷＭ信号に従
って第２ＰＷＭ信号を生成する調光回路と、
　前記第２ＰＷＭ信号の入力を受けるとともに、前記点灯回路に対して調光点灯制御のた
めの信号を出力する制御回路と、
　を備え、
　前記制御回路は、前記第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期間の少なくとも一方を計測し
、前記第２ＰＷＭ信号のデューティ比を前記第１ＰＷＭ信号のデューティ比に近づけるよ
うに前記第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間に補正値を加算または減算した第３Ｐ
ＷＭ信号に基づいて前記点灯回路に信号を出力することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
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　図２（Ｂ）は、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号の波形である。制御回路４では
、調光回路３のフォトカプラＰＣやＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のターンオン時間とターンオフ時
間が異なる場合などは、調光回路３に入力される第１ＰＷＭ信号のオンデューティ比と、
制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオンデューティ比が異なってしまう。その結果
、図２（Ｂ）に示す制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号が、オン期間ａ´が０．４ｍ
ｓ、オフ期間ｂ´が０．６ｍｓとなっている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　実施の形態２では、外部端子２１を介して入力端子２０へと外部からＨｉｇｈ信号が入
力されると、計測部９が、調光回路３から出力された第２ＰＷＭ信号のオン期間とオフ期
間を計測する。演算部１０は、前記計測したオン期間とオフ期間に対して、記憶部８に予
め格納した補正値を加減して、オン・デューティを算出する。制御回路４は、この算出し
たオン・デューティ比に応じて点灯回路２の点灯制御部５へ信号を出力する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　計測部９は、入力端子２０にＬｏｗ信号が入力されたことを検知した際は、制御回路４
に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間を計測する。演算部１０は、計測したオン期間ａ
´＝０．４ｍｓから予め指定されたオン期間ａ＝０．３ｍｓの差分である０．１ｍｓを補
正値として算出し、これを記憶部８に格納する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　しかしながら、調光回路３のフォトカプラＰＣやＭＯＳ－ＦＥＴＱ１のターンオン時間
とターンオフ時間などは、部品のばらつきにより異なるため、補正値についても部品毎に
異なる値に設定する必要がある。
　また、制御回路４でサンプリングする分解能などにより、調光回路３に入力される第１
ＰＷＭ信号のオンデューティが一定であっても、制御回路４で計測した第２ＰＷＭ信号の
オンデューティは一定とならない場合がある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　図５（Ｄ）は、制御回路４で第２ＰＷＭ信号を補正することで生成した第３ＰＷＭ信号
の波形である。
　計測部９は、入力端子２０にＨｉｇｈ信号が入力されているとき（期間ＴＨｉｇｈ）は
、制御回路４に入力される第２ＰＷＭ信号のオン期間およびオフ期間を計測する。演算部
１０は、計測部９で計測したオン期間ａ´である０．４ｍｓに対しては、記憶部８に格納
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した補正値０．１ｍｓを減算する。演算部１０は、計測部９で計測したオフ期間ｂ´であ
る０．６ｍｓに対しては、記憶部８に格納した補正値０．１ｍｓを加算する。これにより
、第２ＰＷＭ信号を補正し生成した第３ＰＷＭ信号のオン期間ａ´´は０．３ｍｓ、オフ
期間ｂ´´は０．７ｍｓとなる。
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